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　　　　　高等部 C コース　14 名
（２）　指導日時






10 月 14日(水) ・実践指導についての打ち合わせ
10 月 21日(水) ・校内の樹木調査開始







































１ ６１ たらのき ウコギ科 タラノキ 木本ⅠＰ１１４
２ ３９ かえで カエデ科 イロハモミジ 木本ⅡＰ９
３ ４０ かえで カエデ科 コハウチワカエデ 木本ⅡＰ１０
４ ８ かえで カエデ科 トウカエデ 木本Ⅱｐ１７
５ ５６ いちじく クワ科 イチジク 木本Ⅰｐ９２
６　 ４１・４２ ざくろ ザクロ科 ザクロの一種 木本編Ⅰｐ２０７
７ ４８ すぎ スギ科 スギ 木本Ⅰｐ１５
８ ５５ プラタナス スズカケノキ科 アメリカスズカケノキ 木本Ⅰｐ１５１
９ １８ つつじ ツツジ科 オオムラサキ 木本編Ⅰｐ１６１
１０ １６・２１ つつじ ツツジ科 ツツジ科の一種 木本Ⅱｐ１３４
１１ ２２ つばき ツバキ科 ヤブツバキ 木本Ⅰｐ１７８
１２ １９ とべら トベラ科 トベラ 木本Ⅱｐ３４
１３　 ４・２３ にしきぎ ニシキギ科 ニシキギ 木本Ⅱｐ３５
１４ １３ まさき ニシキギ科 マサキ 木本Ⅰｐ１８７
１５ ２９ あんず バラ科 アンズ 木本Ⅰｐ１９４
１６ 　７ さくら バラ科 エドヒガンの一種 木本Ⅰｐ１９４
１７ ２８ さくら バラ科 エドヒガン（イトザクラ） 木本Ⅰｐ１９４
１８ ４７ さくら バラ科 エドヒガン（ｼﾞｭｳｶﾞﾂｻﾞｸﾗ） 木本Ⅰｐ１９４
１９ ２５・５１ かりん バラ科 カリン 木本Ⅰｐ２２４
２０ １２ さくら バラ科 ソメイヨシノ 木本Ⅰｐ１９４
２１ ６０ ピラカンサ バラ科 タビバナモドキ（ｶｻﾞﾝﾃﾞﾏﾘ） 木本編Ⅱｐ２０
２２　 １・４４ バラ バラ科 バラ属の一種 木本Ⅰｐ１９９
２３ ４９ ゆきやなぎ バラ科 ユキヤナギ 木本Ⅰｐ１８３
２４ ２０ さわら ヒノキ科 サワラ 木本Ⅰｐ１９
２５ 　３ ねず ヒノキ科 ネズミサシの一種 木本Ⅰｐ１８
２６ ４５ ひのき ヒノキ科 ヒノキ 木本Ⅰｐ１９
２７　27･64･46 いぶき ヒノキ科 ビャクシン（ｶｲｽﾞｶｲﾌﾞｷ？） 木本Ⅰｐ１７
２８ 　2･6･32 いぶき ヒノキ科 ビャクシン（タマイブキ？） 木本Ⅰｐ１７
２９ ５８ こなら ブナ科 コナラ 木本Ⅰｐ７１
３０　10･11･36 あかまつ マツ科 アカマツ 木本Ⅰｐ７
３１ １４ トウヒ マツ科 ドイツトウヒ（ｵｳｼｭｳﾄｳﾋ） 木本Ⅰｐ１１
３２ ６２ はぎ マメ科 ニシキハギ 草本Ⅱｐ２０５
３３ ５０ はぎ マメ科 ツクシハギ 草本Ⅱｐ２０５
３４ ３０ はなずおう マメ科 ハナズオウ 木本Ⅰｐ２３５
３５ ２４ ふじ マメ科 フジ 木本Ⅰｐ２４７
３６ ３８ さるすべり ミソハギ科 サルスベリ 木本Ⅱｐ９５
３７ ５２ ハナミズキ ミズキ科 アメリカヤマボウシ 木本Ⅱｐ１１２
３８　9･26･35 きんもくせい モクセイ科 キンモクセイ 木本Ⅱｐ１８１
３９ ３７ ねずみもち モクセイ科 ネズミモチ 木本Ⅱｐ１８１
４０　５・３１ もくれん モクレン科 ハクモクレン 木本Ⅰｐ１０７
４１ １５ こぶし モクレン科 コブシ 木本Ⅰｐ１０７
４２ ６３ いぬつげ モチノキ科 イヌツゲ 木本Ⅱｐ２７
４３ ４３ うめもどき モチノキ科 ウメモドキ 木本Ⅱｐ３１
４４ １７ シュロ ヤシ科 シュロ 木本Ⅱｐ２３６
４５ ５７ ポプラ ヤナギ科 ヤマナラシの一種 木本Ⅰｐ３２
４６ ３４ やなぎ ヤナギ科 ヤマネコヤナギ 木本Ⅰｐ４２
４７ ３３ あじさい ユキノシタ科 ガクアジサイの一種 木本Ⅰｐ１６８
４８ ５９ りょうぶ リョウブ科 リョウブ 木本Ⅱｐ１２１
植物名は『日本の野生植物草本Ⅱ、木本Ⅰ･Ⅱ』（平凡社）、および『原色日本植物図鑑　木本編Ⅰ｡Ⅱ』（保育社）
に準拠した。「マップ番号」はグリーンマップ（図１）上の番号と対応する。「名札名」でカタカナのものは外来
種（明治期以降に渡来）である。「和名」の欄で括弧内の名称は品種名。「図鑑の巻およびページ」の欄で、ザク
ロの一種、オオムラサキ、タチバナモドキの３種だけが『原色日本植物図鑑』に準拠した。
いている樹木と、様々な樹木を観察することができ
た。また、実物に触れながら、葉や幹、果実の特徴
（形、色、匂い、味など)、成長する高さ、名前の
由来、原産地、日用品として活用されていることな
どについて、分かりやすく、しかも楽しく説明を受
けた。
　同じ種類の樹木が２度目に登場する際には、指導
者が樹木名を口に出す前に、元気に答えるといった
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図１.　宮城教育大学附属養護学校グリーンマップ。図中の植物名は名札名と同じ。名札名でカタカナのものは
　　 　外来種（明治期以降に渡米）である。また、図中の番号の入った記号は、名札の取り付け方を表す：○
　　　 は幹にまきつけたもの、△は枝につり下げたもの、□は杭にして樹冠下の地面にさしたものである。
こともあった。
　生徒たちの中には、グリーンマップを見ながら、
名札を取り付ける樹木を熱心に、楽しんで探してい
る者が大勢いた。探し出した時には、うれしそうに
友達や教師に報告していた。
　授業の終わりに発表してもらった感想には、次の
ようなものがあった。
「樹木にも、私たちと同じように、いろいろな名前
があることを学びました｡」
「木の名前をたくさん覚えた。これからは、樹木に
関心をもっていきたい｡」
「いろいろな実を調べたことが楽しかった。ざくろ
の実がすっぱかった!」
　今回の「学校内の樹木しらべ」には、教育学部の
教員や学生が参加したこともあって、普段と雰囲気
も異なり、意欲を示して取り組んだ生徒が多かった。
また専門的なことを分かり易く、ユーモアも交えて
説明したことも、生徒達の関心をひいた要因であっ
たと考えられる。さらに、実際に葉や果実を手にと
ったり、匂いを嗅いだり、口に含んだりしての観察
であったので、理解し易く、楽しい活動になったよ
うである。
　以上のことから、生徒たちは､「学校内の樹木し
らべ」を通して、自然に親しんだことがうかがわれ
る。また､「自宅の庭にある樹木についても調べた
い」との感想がでてきており、今回実施した「学校
内の樹木しらべ」は、日常生活においても、自然に
対する関心を高めていくための橋渡しとなり、有意
義な活動であったといえる。
　６．引用文献
北村四郎・村田源｡1971｡原色日本植物図鑑 木本編
　Ⅰ．保育社．pp.453．
北村四郎・村田源｡1979｡原色日本植物図鑑 木本編
Ⅱ．保育社．pp.545．
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表２．授業の流れ
時　間　　　　　　　学　習　内　容　　　　　　　　　　　　　　　　　指　導　上　の　留　意　点
１３：３０　１．ピロテｲ―に集合する。 ○寒くない服装で集合する。
　　　　　　２．始まりのあいさつをする。
１３：４０　３．今日の学習についての話を聞く。 ○説明はわかりやすく簡潔にする。
　　　　　　４．２グループに分かれて活動する。 ○教師２～３名でひとつのグループを指導する
　　　　　　○名札を取り付ける場所と順序に ○グリーンマップ（図１）から樹木名を除いた図を作成し
　　　　　　ついて知る。　　　　　　　　　　　　 ておき、配布する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○この図を使用して、名札を取り付ける場所と順序を知らせる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　第１グループ：校門、ロータリー、校庭の周辺
　第２グループ：池、養護・訓練教室、体育館や焼却炉の周辺
○樹木の観察を行う。 ○以下のような特徴を観察することで、樹木について興味、関心
を高めるようにする。
　・葉の形、大きさ、色、匂い　・果実の形、大きさ、色、味
　・幹や枝の色、模様、太さ　　・木の高さ
　・名前の由来や言い伝え
○樹木に名札を取り付ける。 ○身近な樹木（例えば、まつ、さくらなど）については、生徒か
ら答えを求める（二者択一またはクイズ形式等で行う）。
○名札の取り付けは、教師の示範後に行う。
○樹木が生長するので、幹に取り付ける場合は、専用のスプリン
グを用いる。幹に取り付けられない場合は、枝につり下げたり、
杭にして地面にさすようにする。
○ 配布したグリーンマップに樹木名を記入　○グリーンマップ（ただし、樹木名は除いてある）に樹木名を
する。 記入する。
１４：５０ ５．ピロテイーに集合する。 ○グループの代表から、樹木について学習したこと、または感想
　 を発表してもらう。
１５：００ ６．終わりのあいさつをする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
佐竹義輔・原寛・亘理俊次・冨成忠男（編)1989.
　日本の野生植物　木本Ⅰ．平凡社．pp.321．
佐竹義輔・原寛・亘理俊次・冨成忠男（編)1989.
　日本の野生植物　木本Ⅱ．平凡社．pp.305．
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　忠男（編)．　　1982．日本の野生植物　草本
　Ⅱ．平凡社．pp.318
図２．専用のスプリングを用いて、名札を取り
　　　付ける。
図３．‘つばさ’を持つ植物・にしきぎの様子を
　　　観察する。
図４．『ジャックと豆の木』を連想してしまいそ
　　 うな、大きなふじの実を観察している様子。
